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平成 26年 1月 18日 
  

やさしい灰溶融入門 
 

第 10話 終わりなの？（最終回） 
 

やさしい灰溶融入門（第9話）を書いたのは、平成19年11月4日だった。第10話が読みたいという声

もないことをいいことに、迂闊※1にも忙しさに紛れて無為無策のまま６年2ヶ月も経ってしまった。 

迂闊といえば、耳順まであと２つ、『 うかうか三十 ちょろちょろ四十 四十がったり 五十肩※2 』

の時代が過ぎようとしているが、肩こりだけが持ち越しになってしまいそうだ。という私が肩こり解

消のために、朝晩ラジオ体操第一を励行している○○である。今回がエピローグになる。 

 

 

１．さらりと 

平成 26年 1月 7日、東京二十三区清掃一部事務組合（以下、清掃一組）は、そのホームページの

新着情報のコーナーに清掃一組だより第 31 号※3をアップした。その中に「今後の灰溶融処理の休

止について 」という記事を掲載することで、灰溶融を実施する全国の地方自治体※4 に多大な影響

を及ぼすような重要な決定をさらりと発表した。平成 28年度以降は、多摩川、葛飾の２施設で溶融

処理を行うとしているが、事実上の灰溶融処理からの撤退だろう。第 9話で危惧したようになった

らしい※5。やめるなら、もっと早くすべきで諸般の事情があるにせよ遅きに失した感は否めない。 

 

※1 うかつ：ぼんやりしていて気がつかないこと｡うっかりすること｡また､物事の事情をよく知らないこと｡ 

和英辞典では carelessとなっている。 

※2 ・「うかうか三十 ちょろちょろ四十 」： 三十代を遊んだり、むなしく過ごしているうちに、あっとい

う間に四十になり、慌て始めるということ。歳月の過ぎやすく、人生が無為に過ぎることのたとえ。 

ポケット版 ことわざ辞典 槌田満文 (監修) 成美堂出版 

・井上ひさし（1934 年 11 月 17日－2010年 4月 9日）の戯曲 昭和 38年 幻のデビュー作といわれる。 

※3  http://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/somu/koho/kumiai/oshirase/documents/dayori31.pdf   

※4 ブログ「東京 23 区のごみ問題を考える」参考資料「全国溶融処理施設一覧(一般廃棄物処理施設）2013

年 10 月現在) http://www.k4.dion.ne.jp/~ecobag/23kugomi/pdf/youyu2013.pdf によると、全国の自

治体の溶融処理施設は 249（清掃一組含む。民間等を除く）ある。資料には炉数の記載はない、またメ

ーカー名や溶融方式の欄が数カ所で？となっている。大雑把に全国に 200か所以上の灰溶融施設があり

そうだ。清掃局からゴミの中間処理を承継した清掃一組に習い、灰溶融施設を建設して灰の有効利用と

減容化による埋立地の延命化を目指した地方自治体は、梯子をはずされた気がすることだろう。 

※5 「 いっそ両手を上げて金運と人材を求めてみたいが、目的を達成する前に両手を上げたら万歳ではなく、

降参になってしまうかも知れない。」やさしい灰溶融入門（第 9話）より 

http://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/somu/koho/kumiai/oshirase/documents/dayori31.pdf
http://www.k4.dion.ne.jp/~ecobag/23kugomi/pdf/youyu2013.pdf
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２．でも・・・ 

 清掃一組の「 平成25年度版 事業概要※6 」の一般廃棄物処理基本計画（平成22年2月改定）の10

ページには、 

『 エ 焼却灰処理 

灰の発生量は、これまで焼却したごみ量に対して約10％（重量比）としていたが、

実績から８％に見直した。また、耐火物補修費用やエネルギー消費量などの削減を図

るため、飛灰と主灰の混合溶融を見直し、主灰の単独溶融を進める。』 

となっている。おそらく平成 22年 2月から昨年 12月までの間に重大な意志決定がなされたものと

思われる。 

また、清掃一組の焼却灰溶融スラグ生産施設※7のページ（更新日：2013年 4月 1日）には、 

『 スラグは、清掃工場に併設または単独の溶融処理施設でつくられます。東京二十三区清掃一部事

務組合では、23区から出される可燃ごみの焼却灰をすべてスラグにする体制をつくるため、溶融

処理施設を整備しています。』 

となっている（平成 26年 1月 17日現在）。基本的な施策について縮小方針と拡大方針が、ひとつの

サイトに同居し、ひどく整合しない。 

 

３．これでは 

 やさしい灰溶融入門（第１話）で、「草葉の陰？から、エールを送りたいと・・・」としたが、 

どうエールを送ったらいいか分からない。清掃一組は平成12年4月1日に発足したので、まだ13

歳だ。うかうかする歳でもないが、ひどく迂闊なことになっている。 

 

以上 

 

 

※6 次のサイトで見られる。 

http://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/kikaku/kikaku/kumiai/shiryo/documents/25_jigyougaiyou_zenbun.pdf  

※7 次のサイトで見られる。 

http://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/shisetsu/suragu/kumiai/oshirase/shokyakubai/sullage-sesan.html   

 

 

http://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/kikaku/kikaku/kumiai/shiryo/documents/25_jigyougaiyou_zenbun.pdf
http://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/shisetsu/suragu/kumiai/oshirase/shokyakubai/sullage-sesan.html

